
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
と
感
じ
た
。

　

京
都
府
舞
鶴
市
は
天
然
の
良
港
を
抱
え
、

昨
年
末
、
本
市
な
ど
と
と
も
に
国
の
リ
サ
イ

ク
ル
ポ
ー
ト
の
指
定
を
受
け
た
。
東
港
・
西

港
が
あ
り
、
現
在
は
中
舞
鶴
に
も
埠
頭
を
建

設
す
る
な
ど
、
能
代
港
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
規
模
と
貨
物
量
を
誇
っ
て
い
た
。

　

西
港
は
現
在
も
韓
国
・
中
国
・
ロ
シ
ア

等
と
京
阪
経
済
圏
と
の
間
で
金
属
く
ず
や

古
紙
、
木
材
な
ど
の
コ
ン
テ
ナ
航
路
を
展
開

中
で
、
将
来
的
に
は
古
紙
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

石
炭
灰
等
を
中
心
に
取
扱
品
目
の
拡
大
を
図

り
、
さ
ら
に
バ
イ
オ
マ
ス
変
換
施
設
、
木
く

ず
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
等
の
立
地
に
取
り
組
む

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

再
資
源
集
積
施
設
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物

受
入
施
設
と
し
て
、
既
存
の
臨
港
地
区
内
に

あ
る
港
湾
関
連
用
地
の
一
部
を
廃
棄
物
処
理

施
設
用
地
に
位
置
づ
け
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
能
代
港
の
将
来
目
指
す
べ
き
事
例
で

あ
っ
た
。 　
　
　
　

   　
　
　

  

︵
穴
山
︶

◆
視
察
月
日  

6
月
27
日
〜
29
日

◆
視

察

市  

三
重
県
伊
賀
市

　
　
　
　

  　

愛
知
県
豊
橋
市

◆
視
察
項
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　

生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て

住
宅
施
策
と
公
営
住
宅
の
整
備
事
業
に
つ

い
て

◆
視
察
の
概
要

　

伊
賀
市
は
平
成
16
年
11
月
に
旧
上
野
市
と

5
町
村
が
合
併
し
誕
生
し
た
。
そ
こ
で
、
複

数
あ
る
都
市
計
画
区
域
を
見
な
お
し
、
方
針

や
適
正
な
土
地
利
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
法
な

ど
を
、
平
成
19
年
か
ら
3
年
間
か
け
て
、
策

定
を
進
め
て
い
る
。
上
位
計
画
で
あ
る
総
合

計
画
は
合
併
後
の
平
成
17
年
に
は
制
定
さ
れ

て
い
る
。

　

策
定
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
﹁
策
定
の
手

続
き
﹂
、
﹁
中
間
案
﹂
、
﹁
最
終
案
﹂
の
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
で
、
広
報
誌
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
ほ
か
、
地
域
説
明
会
・
地
域
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
方
々
の
意
見
を
吸

い
上
げ
て
、
今
あ
る
資
源
を
有
効
に
利
用
し
、

古
い
町
家
を
利
用
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
地
域
特
性
を
高
め
な
が
ら
魅
力
あ

る
都
市
形
成
を
計
画
し
て
い
る
。 

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
よ
る
基

本
計
画
を
策
定
し
認
定
を
目
指
し
て
い
る
。

　

豊
橋
市
は
人
口
が
38
万
人
の
太
平
洋
ベ
ル

ト
地
帯
の
中
間
に
位
置
す
る
恵
ま
れ
た
地
理

条
件
の
﹁
中
核
市
﹂
で
あ
る
。
自
動
車
の
輸

入
で
は
14
年
間
連
続
日
本
一
を
続
け
て
い
る
。

一
般
会
計
は
１
１
０
０
億
円
の
予
算
額
で
あ

り
、
地
方
交
付
税
に
依
存
し
な
く
て
よ
い
体

力
あ
る
都
市
で
あ
る
。

　

市
営
住
宅
は
お
よ
そ
４
０
０
０
戸
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ

つ
ま
り
協
同
居
住
型
住
居
を
視
察
し
た
。
居

住
者
が
集
え
る
共
用
部
分
が
あ
り
、
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
の
廊
下
で
各
住
宅
が
つ
な
が
っ
て
い

る
、
現
代
風
の
長
屋
住
宅
で
あ
る
。
こ
の
住

宅
に
は
、
住
宅
施
策
の
基
本
目
標
に
も
あ
る

環
境
共
生
の
た
め
の
太
陽
光
発
電
に
よ
る

省
エ
ネ
設
備
や
共
用
部
分
に
は
地
元
産
木
材

の
三
河
材
を
活
用
し
た
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
高
齢
者
対
応
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
機
能
を
高
め
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

自
然
な
形
で
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る
居
住
者
も
多
く
、

成
功
と
は
い
え
な
い
部
分
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

こ
の
実
験
住
宅
を
含
め
、
住
宅
政
策
の
苦

悩
と
試
行
錯
誤
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

︵
田
中
︶

◆
視
察
月
日　

5
月
23
日
〜
25
日

◆
視

察

市　

兵
庫
県
豊
岡
市

 　
　
　
　
　

  
京
都
府
舞
鶴
市

◆
視
察
項
目　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

環
境
経
済
戦
略
に
つ
い
て　
　
　

 　
　

商
業
の
振
興
に
つ
い
て　
　
　
　

 　
　

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
・
共
生
の
ま
ち
に

つ
い
て　
　
　
　

 　
　

　

港
の
利
活
用
に
つ
い
て

◆
視
察
の
概
要

　

豊
岡
市
は
今
年
5
月
に
47
年
ぶ
り
と
な
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
自
然
ふ
化
に
成
功
し
、
マ
ス

コ
ミ
等
の
報
道
で
一
気
に
日
本
中
の
注
目
を

集
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
経
済
的
に
自

立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
﹁
環

境
﹂
は
市
の
持
つ
最
大
の
資
源
と
の
考
え
か

ら
、
環
境
を
よ
く
す
る
取
り
組
み
と
経
済
活

動
が
相
互
に
刺
激
し
あ
い
な
が
ら
、
互
い
を

高
め
合
っ
て
い
く
ま
ち
の
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

﹁
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く

り
﹂
の
た
め
農
林
水
産
部
を
コ
ウ
ノ
ト
リ
共

生
部
に
改
め
、
﹁
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公

園
﹂
事
業
に
よ
り
、
環
境
の
整
備
が
実
施
さ

れ
た
。
周
辺
の
水
田
約
１
３
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
無
農
薬
・
減
農
薬
栽
培
に
取
り
組
み
、
収

穫
さ
れ
た
﹁
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
米
﹂
は
高
価

格
で
出
荷
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
は
需
要
が
多

く
幾
ら
で
も
販
売
可
能
と
の
こ
と
。

 

環
境
を
よ
く
す
る
こ
と
で
経
済
効
果
が
生

ま
れ
る
。
環
境
が
自
立
す
る
た
め
の
方
法
で

あ
る
、
と
説
明
を
受
け
た
が
、
本
市
で
も
そ

  
環
境
産
業
委
員
会

     

建
設
委
員
会

伊
賀
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

豊岡市・コウノトリ文化館にて

伊 賀 市 役 所 で の 研 修 風 景

152007.7  第5号

の しろ市議会だより

環

境

経

済

戦

略

リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
と
し
て
の
今
後
の
取
り
組
み

豊
橋
市
の
公
営
住
宅
整
備
事
業


